






















本稿の執筆にあたっては初演と同年に出版された初版楽譜（F-Pc/ H 667: 以下 P1）、および







ブラモン François Colin de Blamont（1690-1760）による。研究者のブノワ・ドラトヴィキ Benoît 
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年、および 1744年から 1752年にかけて、当時の重要な文芸雑誌『メルキュール・ガラン Mercure 
galant』（以下 Mercure）の主幹編集を務めたことも重要である。 
本作はプロローグと３つのアントレで構成される。各アントレは《オリンピック競技 Les Jeux 
Olympiques》《バッカナール Les Baccanales》《サトゥルヌス祭 Les Saturnales》と題が付されて
いる。1734年の再演時は４番目のアントレ《ディアーヌ祭 La Fête de Diane》が追加された。 
なお、本作は当初、親政を宣言して間もないルイ 15世（在位 1715-1774）が踊り手として登
場することが想定されていた。国王のバレへの出演は、先代の王ルイ 14 世（在位 1643-1715）
が宮廷バレを踊ることでその権威を象徴的に示したこと（アポストリデス 1996: 73-79参照）を
なぞる意図があったことは明白であるが、結局テュイルリー宮殿で上演が予定されていたその
計画は中止になった（Masson 1928: 136）。Mercure の 1723年 7月号のオペラ座での動向を伝え































めぐる論争を嚆矢とし（村山 2014参照）、ルセール・ド・ラ・ヴィエヴィル Jean-Laurent Le Cerf 
de La Viéville（1674-1707）とラグネ François Raguenet（1660-1722）の対立、グルック＝ピッチ
ンニ論争、ブフォン論争など、歴史的に有名な事案が度々起こっている。これらはしばしば美











オペラ＝バレというジャンルも論争とは無縁ではない。1714 年 8 月に初演されたムレ Jean-
Joseph Mouret（1682-1738）作曲、ラ・フォン Joseph de La Font（1686-1725）による台本の《タ






祝祭 Les Fêtes de Thalie》に変更され、同年の 9月には自己言及的な《タリーの祝祭の批評 La 
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2-3. 《ギリシャとローマの祭》の新機軸：バレ・エロイクと 歴史を扱うということ 
この経緯の中で、バレ・エロイクはオペラ＝バレにおいて(2) 再びギリシャ神話のような「主
人公 héros」（＝英雄）を物語の中心に据え、作品全体での一貫した筋を取り戻すことを目指し







がその創立からルイ 14世の治世を経て、ルイ 15 世の死までに上演した作品のうち、歴史的題
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Les Fêtes Grecques & Romaines forment un Ballet d'une espece toute nouvelle. La Muse Lyrique 
n'avoit jusqu’à present tiré ses Poëmes que de la Chronique des Amadis, de l'Arioste, des 
Métamorphoses d'Ovide, du Tasse & d’autres semblables Auteurs. La France n’a encore soumis que 
la Fable à la Musique ; l’Italie plus hazardeuse a placé dans ses Opera les évenemens de l’Histoire. 
Les Scarlatti & les Buononcini ont fait chanter des Heros que les Corneilles & les Racines auroient 
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fait parler. Enhardi par ces exemples, on s’est dispensé de glaner dans les Champs trop souvent 
moissonnez de la Mythologie & du Romain ; heureux si on est aprouvé en ouvrant aux Poëtes du 










賛同を得られるならば幸いです（L1: iij-vj 訳は執筆者による）。 
 
ここで歴史的題材をすでに取り扱ってきたイタリアを引き合いに出し、スカルラッティ 



































称えるアポロンに対してエラートが「彼女の魅力は皆知っています。Nous connoissons tous ses 
appas.」（L1: xij）と応じるさまを、観客はプレヴォに対する賛辞として二重の意味で受け取った
のだろう。初演の批評中のあらすじのなかで彼女の名のみが役名に「プレヴォ嬢によって演じ
られた representée par Me Prevost [原文ママ]」（M1723: 135）と明記されていることからもこれが
裏付けられる。 





































3-4. 第 2アントレに関する記述 
第 2アントレ《バッカナール》では共和制末期ローマのアントワーヌ Antoine（マルクス・ア
ントニウス）(18) とクレオパトル Cléopatre（クレオパトラ 7世）のシドニュス Cydnus（キュド
ノス）河畔での会合が描写される。史実上の人物としてはアントワーヌの解放奴隷エロース 











































サトゥルヌス祭は、そもそも祭の性格が自由なものなので、由緒ある話 Comique autorisé（L1: 
v）は広まっていないと述べ、このアントレが史実に基づいていないことを宣言してしまう。続












































































































2) Masson は本ジャンルを「オペラ＝バレ・エロイク」と称すべきと提言している（Masson 1928: 133）。 
3) 但し P1 のタイトル・ページには Ballet en musique としか表記がない。 
4) 18世紀の間は単に「バレ ballet」と呼ばれていた（内藤 2017: 19）。なお、本論では特に 18世紀の ballet 
に対応する日本語表記として「バレエ」ではなく「バレ」を用いることとする。 
5) 但し、フュズリエ自身もバレ《変装するアムール Les Amours déguisés》（1713）で歴史的人物を取り上げ
ているため、フランスで歴史的題材が取り上げられたのは本作が初めてではない（Harris-Warrick 2016: 
302）。 
6) 《セミラミス Sémiramis》（1718）、《スカンデルベルク Scanderberg》（1735）、《グラナダの女王ザイード 
Zaïde, reine de Grenade》（1739）、《ニテティス Nitétis》（1741）、《アルマシス Almasis》（1750）、《ゴルコン
ドの女王アリーヌ Aline, reine de Golconde》（1766）は東洋ないしイスラム圏を扱った作品、《ノルウェー
の女王エルヌランド Ernelinde, princesse de Norvège》（1767）、《ポンティユ－のアデル Adèle de Ponthieu》
（1772）は北欧を扱った作品といえる。 
7) 本論で取り扱わないもう 1 件は《アウグスト祭 Les Augustales》（1744）で、《アシスとガラテ Acis et 
Galatée》（初演：1686）の再演に挿入するためのプロローグとして制作された。 
8) Web サイト Philidor のコンテンツ Catalogue de l'œuvre de François Colin de Blamont (1690-1760)（Dratwicki 
2007）中の Liste des œuvres から本作のページで全文が閲覧可能。 
9) 作劇法に焦点を当てた詳細な考察、および舞踏との関連については、ハリス＝ウォリックが論じている
（Harris-Warrick 2016: 301-308, 397-402）。 





13) エラートは伝統的には lyrique（抒情詩・歌唱）を司るとされるが、リブレットには Muse de la Musique 
と注釈がなされている。 





物の先例を引き合いに出す意図があったと捉えている（Harris-Warrick 2016: 302-303）。 
18) リブレットの配役一覧の表記は Marc Antoine だが、劇中では一貫して Antoine の表記になっている。 
19) プルタルコスの『英雄伝』にはアントニウスの最も忠実な召使の一人としてこの名が挙げられている
（「アントニウス編」第 76節第 2段落）。 
20) アントニウスはしばしばバッカスの仮装をして街を練り歩いたという。 
21) 海軍船舶用語としては「軍艦旗」の意だが、屋形船の「天蓋」ともとれる。なお、アミヨの仏訳では帆
voileになっている（Amyot 1565: 638 recto）。 
22) L1では出典について「彼のディアローグ Ses Dialogues」と言及しているに過ぎないが、おそらくルキ
アノス Lucianus Samosatensis（c.125-c.180）の『サトゥルヌス祭 Saturnalia』という対話形式で書かれた
作品を指す。 
23) L1, P1での表記はMecene。 
24) アプレイウス Lucius Apuleius (c.123-?) が『弁論 Apologia』（c.155）で言及している（10節）。 
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Reading the Avertissement in the Libretto of Les Fêtes Grecques et Romaines: 





The ballet Les Fêtes Grecques et Romaines, with a libretto by Fuzelier and music by Colin de 
Blamont, was first performed in 1723 by the Académie Royale de Musique in Palais-Royal; it immediately 
became popular and continued to be performed regularly for nearly half a century following its premiere. 
This work established the genre ballet héroïque, which depicted historical topics. Given the situation in 
France at the time, when only adopted mythology or fable was being performed in the music theatre, this 
production was innovative. Nevertheless, since its premiere, disputatious French opera audiences accepted 
its innovations with little controversy. 
The four-page Avertissement in the first edition of the libretto for Les Fêtes Grecques et 
Romaines shows how problems with the selective French audiences were anticipated and averted. In this 
work French music theatre for the first time dealt with historical topics. The producers proclaimed and 
defended this innovation in advance, successfully side-stepping any controversies. In the Avertissement, a 
detailed description of the adaptation of historical facts for each entrée was given. This helped prevent 
negative reactions to small details. 
As a result, contemporary criticism focused more on the direction of the ballet rather than the 
concept; for the most part, critics accepted and appreciated the work’s creative use of historical settings and 
topics. The Avertissement, which was quoted in contemporaneous criticism, helped secure the long-term 
popularity and subsequent extended production of this work, which continued for nearly fifty years. 
 
 
  
